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日本老年歯科医学会　令和4年度老人保
健健康増進等事業 「介護保険施設にお
ける歯科専門職による口腔管理に関する
調査研究事業」アンケートへのご協力の
お願い
本事業では介護保険施設における口腔衛生管理体制の確保について、個々の対象
者のニーズ把握と目標設定、施設職員への具体的な指導方法等に関する先駆的な
取組事例の収集を行うことを目的としています。

そこで老年歯科医学会の会員の皆様にアンケートへのご協力をお願いいたしま
す。回答できる設問だけでも結構ですので、ご協力のほどお願い申し上げます。

老年歯科医学会ではこれまでに行った老人保健事業では以下の知見を得ておりま
す。

①看護師が歯科衛生士による口腔衛生管理が必要と判断した者の中で、口腔衛生
管理が提供されている者とされていない者では、提供されていない者の方が1年
間の肺炎発症率が高い。

②常食から嚥下調整食への変化は体重減少と関連する。

③口腔衛生管理は体重維持と関連する。

④口腔衛生管理は常食維持と関連する。

⑤嚥下調整食摂取者は常食摂取者と比較して機能歯数が少なく、水のみテストの
結果が悪い。観察評価ではぶくぶくうがいができない、むせがある者が多い。

⑥舌の動きが悪い者、口腔周囲の動きが悪い者、ぶくぶくうがいができない者は
常食から嚥下調整食に移行するリスクが高い。

⑦義歯が必要な者で義歯を使用している者は常食に近い食事を摂取している。

これら結果を踏まえて以下ご質問にご回答ください。なお設問は7題、介護職と
歯科専門職それぞれの立場に対してあり、最後に具体的な事例についてもお伺い
致します。

なお事例につきましては、詳細な記述が困難なようでしたら、渡邊
（ywata@den.hokudai.ac.jp）までご連絡ください。お電話かZOOMなどで事例の
内容を伺わせていただきます。事例につきましては、何が重要であったか、何が
最も効果があったかを明記していただけると大変助かります。



以下の質問はすべて複数回答でお願いします。箇条書きで簡潔に記載していた
だけると大変助かります。実際に介護保険施設の口腔衛生管理にたずさわって
いない方も、老年歯科医学に関わる歯科医師、歯科衛生士としてのご意見をい
ただけましたら幸いです。

入力期限は令和5年1月16日（月） とさせていただきます。介護報酬改定に関
わる調査ですので何卒ご協力のほどお願い申し上げます。

１．歯科衛生士による口腔衛生管理が必要と判断する基準について

1。

2。

２．施設入所者の口腔衛生管理ニーズの把握方法について

１ー１．看護師・介護スタッフに求める基準を教えてください
※介護保険施設の看護師や介護スタッフに対して、利用者がどのような状態に
なったら（看護師や介護スタッフが観察、判断できる）、歯科衛生士による口
腔衛生管理が必要と判断してほしいとお考えですか
例）口腔ケア時に口を開いてくれない

１－２． あなたは介護保険施設の利用者がどのような状態になったら、
歯科衛生士による口腔衛生管理が必要と判断しますか。
例）M2以上の動揺歯がある



3。

4。

３．施設入所者の口腔衛生管理のために設定する目標について

5。

２－１．介護保険施設の看護師や介護スタッフに対して、どのような口
腔衛生管理ニーズ（看護師や介護スタッフが把握できる）を把握してほ
しいとお考えですか
例）口臭が強い、流涎が多い

２－２．あなたは介護保険施設利用者の口腔衛生管理ニーズを把握する
時に、どのような情報や所見を把握しますか

例）発熱の有無、舌の動きなど

３－１． 介護保険施設の看護師や介護スタッフに対して、どのような口
腔衛生管理の目標（看護師や介護スタッフの目標）を設定することが多
い（設定してほしいとお考え）ですか
例）1日２回以上口腔ケアを実施する



6。

４． 義歯使用に関する支援方法について

7。

8。

５．義歯の使用の適否を判断する基準や義歯の使用の適否を歯科専門職に相談
する基準について

３－２． あなたは施設入所者の口腔衛生管理の目標として、どのような
目標を設定することが多いですか（設定すると良いと思いますか）
例）義歯を使用し、安全に食事をとる

４－１．看護師・介護スタッフに対してどのような義歯使用に関する支
援方法を提案しますか。
例）常に義歯をきれいにしておく

４－２．歯科医師・歯科衛生士が行う義歯使用に関する支援方法にはど
のようなものがありますか、具体的に教えてください
例）入所者ごとに義歯の着脱の実習を行う、歯科医師の診察が必要な義
歯の状態を説明する



9。

10。

６．食形態を維持、改善するための方法、取り組みについて

11。

５－１． 看護師や介護スタッフが観察、判断できる義歯使用の適否の基
準や歯科専門職に相談する基準についてどのような基準が考えられる
（良い）か教えてください
例）義歯をすぐ外してしまう、口を開けると義歯が外れてしまう。

５－２．歯科医師・歯科衛生士による義歯の使用の適否を判断する基準
について教えてください
例）義歯が食事を困難にしている。義歯を装着しないと残存歯で咬傷が
生じてしまう。

６－１． 看護師・介護スタッフが行う食形態の維持・改善の取り組みに
ついて教えてください（どのような取り組みが考えられるか）
例）おやつなどで、少し硬いものを食べてもらう



12。

７．常食から嚥下調整食への移行を判断する基準について

13。

14。

６－２． 歯科医師・歯科衛生士が行う食形態の維持・改善の取り組みに
ついて教えてください（どのような取り組みが考えられるか）
例）食塊形成が困難になってきた時に口唇、舌の運動評価と訓練を行う

７－１． 看護師・介護スタッフが常食から嚥下調整食への移行を検討す
る基準について、どのような基準がある（良い）か教えてください。
例）食事中のむせが多くなってきた。食べ物が口に入っても、なかなか
飲み込まない。

７－２．歯科医師・歯科衛生士が常食から嚥下調整食への移行を検討す
る基準について、どのような基準がある（良い）か教えてください。
例）食塊形成が困難（嚥下後も口の中で食物がバラバラに残っている）
になってきた。義歯の使用が困難になってきた。



８．口腔管理の事例で有用なものがありましたら具体的に教えてください
何が重要であったか、何が最も効果があったかを明記して頂けると助かります。

事例（例）
主治医と歯科との連携が重要であった事例。

元々ADLの自立していた患者さんが、散歩時に転倒し警察で保護を受けた。その後も
状態が改善せず発語も減り食事量も減り、投薬を減らすなどの対応をしていたが改善
がみられないとのことで主治医から依頼を受けた。口腔内をみると、残根部が大きく
腫れていた。抜歯し、上下総義歯を作成したところ、常食を摂取できるようになり、
ADLも回復した。認知症で痛みの表出ができず、診療になかなかつながらない現状が
あると感じた。

主治医が口腔の問題を疑い、早期に歯科に繋げたことでよい結果が得られたと思われ
た。

15。

16。

事例①

事例②



17。

18。

19。

アンケートは以上になります。送信後も編集が可能になっております。
ご協力ありがとうございました。

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。

事例③

事例④

事例⑤

 フォーム



1－ －

新型コロナウイルス感染症による
口腔衛生関連サービスの提供への影響に関する調査

１．貴施設の基本情報についてお答えください

施設名

所在地

ご記入者 部署・役職：（　　　　　　　　　　　）　　職種：（　　　　　　　　　　　　　）

３．貴施設では、協力歯科医療機関はありますか □ はい □ いいえ

４. 貴施設では、歯科衛生士を配置していますか □ はい □ いいえ

「はい」を選択された場合、どのような就業形態ですか

２．該当する施設種別とその算定区分についてお答えください（それぞれ1つ回答）

□ 介護老人保健施設 □ 超強化型 　□ 在宅強化型 　□ 加算型 　□ 基本型 　□ 療養型 　□ その他型

□ 介護老人福祉施設

□ 介護老人福祉施設
□ ユニット型介護老人福祉施設
□ 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
□ ユニット型指定地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
□ その他

□ 介護療養型医療施設

□ 療養型介護療養施設サービス費
□ 療養型経過型介護療養施設サービス費
□ ユニット型療養型介護療養施設サービス費
□ ユニット型療養型経過型介護療養施設サービス費
□ 診療所型介護療養施設サービス費
□ ユニット型診療所型介護療養施設サービス費
□ 認知症疾患型介護療養施設サービス費
□ ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費

□ 介護医療院

□ Ⅰ型介護医療院サービス費（Ⅰ）　 □ ユニット型Ⅰ型介護医療院サービス費（Ⅰ）
□ Ⅰ型介護医療院サービス費（Ⅱ）　 □ ユニット型Ⅰ型介護医療院サービス費（Ⅱ）
□ Ⅰ型介護医療院サービス費（Ⅲ）　 □ ユニット型Ⅱ型介護医療院サービス費
□ Ⅱ型介護医療院サービス費（Ⅰ）　 □ 経過的ユニット型Ⅱ型介護医療院サービス費
□ Ⅱ型介護医療院サービス費（Ⅱ）　 □ ユニット型Ⅰ型特別介護医療院サービス費
□ Ⅱ型介護医療院サービス費（Ⅲ）　 □ ユニット型Ⅱ型特別介護医療院サービス費
□ Ⅰ型特別介護医療院サービス費
□ Ⅱ型特別介護医療院サービス費

Ⅰ　貴施設の基本情報について　（令和4年　　月　　日 時点）

□ 常勤（　　　　人） □ 非常勤（　　　　人）



2－ －

５．併設している施設についてお答えください（複数回答可）

□ 病院 ⇒ ｢病院｣を選択された場合、歯科標榜はありますか

□ 診療所 □ 医科　　　　　　　　　　□ 歯科

□ その他

６．算定を行っている各種加算サービスについてお答えください（複数回答可）

□ 療養食加算（6単位／回）
□ 栄養マネジメント強化加算（11単位／日）
□ 低栄養リスク改善加算（300単位／月）
□ 経口移行加算（28単位／日）
□ 経口維持加算Ⅰ（400単位／月）

□ 経口維持加算Ⅱ（100単位／月）
□ 口腔衛生管理加算（Ⅰ）(90単位／月)
□ 口腔衛生管理加算（Ⅱ）(110単位／月)
□ 口腔・栄養スクリーニング加算（Ⅰ）（20単位/回）
□ 口腔・栄養スクリーニング加算（Ⅱ）（5単位/回）

１．歯科専門職による口腔サービス（歯科医師による歯科治療や歯科衛生士による口腔衛生管理等）の提供体
　　制についてお答えください

1-①

施設入所者に新型コロナウイルス感染症陽性者が出た際の口腔サービスの提供体制についてお答えください
（直近の対応を1つ回答）

□ そもそも歯科専門職による口腔サービスは提供していない ➡ ２．へ（次のページ）
□ 中止 ➡ 1-④へ
□ 縮小（応急処置まで）
□ 縮小（フロアや動線を限定したうえで継続）
□ 継続（感染者が出る前と同じ内容、方法）➡ 1-②、1-③へ
□ 陽性者はでていない

1-②
その場合の歯科専門職の口腔サービス提供の頻度を教えてください（1つ回答）

1-③
1人あたり（1回）のサービス提供時間を教えて下さい（1つ回答）

1-④

サービスの提供が中止・縮小されていたことがある場合、その後の再開状況を教えてください（1つ回答）

1-⑤

コロナ禍において、協力歯科医療機関等との情報共有・連携方法の変化はありましたか。該当するものを教え
てください（複数回答可）

Ⅱ　口腔サービスの提供体制について

□ あり □ なし

□ 週 ＿＿＿＿＿ 回 □ 月 ＿＿＿＿＿ 回 □ 年 ＿＿＿＿＿ 回 □ 応急処置のみ

□ 変化なし ➡ ２．へ（次のページ） □ 変化あり（新たに情報共有・連携方法を構築した）

　⇒ ｢変化あり｣を選択された場合、どのような方法か教えてください

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⇒ ｢変化あり｣を選択された場合、連携で工夫した点があれば記載してください

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 1時間程度 □ 30分程度 □ 15分程度 □ 5分程度

□ 介護老人保健施設 □ 特別養護老人ホーム □ 有料老人ホーム
□ デイケア □ デイサービス □ ショートステイ
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 再開して、元の体制にもどった □ 再開と中止を繰り返している
□ 再開したが体制は縮小した（回数や頻度が減った） □ 中止したままである
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



3－ －

２．介護職員等による入所者への日常的な口腔清掃についてお答えください

2-①

2021年度と比べて、2022年度では口腔清掃や義歯洗浄の方法は変わりましたか。該当するものを教えてくだ
さい（複数回答可）

2-②

口腔清掃を実施する時に使用している、具体的な感染対策手段を教えてください（使用するものを全て選択）

2-③

2-②の感染対策手段はどのように決めましたか（1つ回答）

2-④
感染対策を行うことで、口腔清掃の負担は増えましたか（1つ回答）

３．入所者の体調（食事状況）や口腔内の状態、施設の活動についてお答えください
　 （2022年度の状況を、2021年度と比較して回答してください）

3-①

入所者の口腔内の状態や機能の変化はありましたか（複数回答可）

3-②

施設の活動に変化はありましたか（複数回答可）

□ 変更した □ 変更していない

　⇒ ｢変更した｣を選択された場合、その具体的方法（複数選択可）

□ 変化があった □ 変化はない

　⇒「変化があった」を選択した場合、具体的な変化の内容

□ 変化があった □ 変化はない

　⇒「変化があった」を選択した場合、具体的な変化の内容

　□ 実施しなくなった □ 実施する介護職員等を限定した

　□ 回数を減らした □ かける時間を減らした

　□ 口腔衛生管理の頻度を増やした □ 飛沫に注意するよう、感染対策を講じた 

　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　□ 口腔の衛生状態が悪化した □ 食形態や食事量が低下した

　□ 摂食嚥下機能が低下し、むせ等が増えた □ 歯科受診を要するような口腔の状態の悪化した入所者が増えた

　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　□ 家族とのオンラインでの面会が導入された □ 家族との対面での面会が再開された

　□ 施設内でのレクレーションなどの活動が再開した □ 医療機関含む外部からの訪問の制限

　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ マスク □ 手袋 □ フェイスガード・ゴーグル

□ 袖付きガウン □ エプロン（袖なし） □ キャップ □ 靴カバー

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 都道府県・市町村からの指導 □ 施設内で独自に決定した □ スタッフ各個人の判断

□ 医療機関からの指導 □ 学会や関係団体等のガイドラインや指針

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 増えた □ 減った □ 変わらない



4－ －

１．貴施設におけるICTの活用状況についてお答えください

Ⅲ　ICTの活用について

２．ICTを活用した歯科医療機関との連携についてお答えください

2-①

ICTを活用した歯科医療機関との連携状況について教えてください（1つ回答）

□ 連携する機会はなかった ➡ 2-②へ
□ 連携を検討したが、導入には至らなかった ➡ 2-②へ
□ 連携した
　⇒「連携した」を選択された場合、有効に活用できた事例がありましたら教えてください
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）➡ 2-③へ

2-②

ICTを活用した連携を導入しなかった理由を教えてください（複数回答可）

2-③

歯科医療機関との連携において、ICTを活用するために必要と思われる事項を選択してください（複数回答可）

2-④

ICTを活用した歯科医療機関との連携を行うことで得られるメリットについてどのように考えますか。
また、その連携に関する要望がありましたらご回答ください。

□ 活用している □ 活用していない

　⇒ ｢活用している｣を選択された場合、どのような場面でICTを活用しましたか

　□ 入所者と家族等との面会 □ オンライン診療（医科）

　□ ICTを活用した歯科診療 □ 介護職員と歯科専門職との連携

　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 連携を検討しなかったため □ 連携可能な歯科医療機関がなかったため

□ 機器などの設備投資ができなかったため □ 情報機器に精通した職員の確保できなかったため

□ 準備等を行う職員の負担が大きいため □ ICTを用いた連携の効果がわからないため

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ インターネット環境の整備 □ パソコンやタブレットなどの設備整備

□ 連携可能な歯科医療機関の存在 □ 運用する職員の確保

□ 情報機器に精通した職員の確保 □ ICTを活用した連携についての研修

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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と
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。
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。
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お
口
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
の
意
義

　
お
口
の
中
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清
潔
に
保
つ
こ
と
は
、
む
し
歯
や
歯
周
病
で
歯
を
失
う
こ
と
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、 

生
活
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質
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上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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あ
る
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ー
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。
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。
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い
き
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
口
腔
機
能
に
食
形
態
※
や
食
事

内
容
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
低
栄
養
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
口
腔
機
能
の
評
価
や
適
切
な
食
形
態
に
つ
い
て
、 

歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
常
食
、
刻
み
食
や
ペ
ー
ス
ト
食
な
ど
食
事
の
形
態
の
こ
と

低
栄
養
が
も
た
ら
す
影
響

　
低
栄
養
に
な
る
と
、
体
重
減
少
や
筋
力
低
下
を
き
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
摂
食
嚥
下
機
能
や
免
疫
力
の
 

低
下
を
認
め
る
よ
う
に
な
り
、
肺
炎
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
分
摂
取
量
が
減
少
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
た
め
、
脱
水
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
身
体
機
能
 

低
下
や
介
護
の
重
症
化
予
防
の
た
め
に
、
食
形
態
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
口
腔
機
能
や
環
境
を
維
持
す
る
 

こ
と
が
重
要
で
す
。

お
口
の
健
康
状
態
の
悪
化
が
も
た
ら
す

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
図

　
お
口
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
や
食
べ
る
楽
し
み
・
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
 

「
生
き
る
こ
と
」
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
健
や
か
な
暮
ら
し
の
た
め
の
「
健
口
づ
く
り
」
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

お
口
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
を
動
画
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
Q
R
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い

お
口
の
健
康
状
態
の
悪
化

介
護
の
重
度
化

低
栄
養

口
腔
不
潔

歯
の
喪
失

か
み
合
わ
せ
の
喪
失

口
腔
機
能
の
低
下

食
べ
こ
ぼ
し

食
事
時
間
の
延
長

免
疫
力
低
下

肺
炎
リ
ス
ク

む
せ

食
形
態
の
低
下

食
事
摂
取
量
の
減
少

食
欲
低
下

脱
水

体
重
減
少

筋
力
低
下

身
体
機
能
低
下

※
あ
く
ま
で
も
一
例
で
す

口
腔
ケ
ア
方
法
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
▲

入
れ
歯
の
ケ
ア
方
法
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
▲

食
事
と
低
栄
養
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
▲
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